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ヤングケアラーへの支援について

大阪府福祉部地域福祉推進室地域福祉課

令和6年7月

がんばっているあの子のことに

気づいてほしい



1 .ヤングケアラーに関する認識

令和6年度大阪府ヤングケアラー支援研修

ヤングケアラーとは
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こども家庭庁ホームページ ht tps : / / www.m hlw.go.jp / young-ca re r/  引⽤

● 家族の介護その他の⽇常⽣活上の世話を過度（＊）に⾏っていると認められる⼦ども・若者

＊こどもにおいてはこどもとしての健やかな成⻑・発達に必要な時間（遊び・勉強等）を、若者においては⾃⽴に向けた移⾏期として必要な時間（勉強・就職準備等）を奪われたり、ケアに伴い⾝体的・精神的

負荷がかかったりすることによって、負担が重い状態になっている場合を指すものであること。都道府県及び市区町村（こども家庭センター等）において⽀援対象であるかの判断を⾏うに当たっては、その範
囲を狭めることのないように⼗分留意し、⼀⼈⼀⼈のこども・若者の客観的な状況と主観的な受け⽌め等を踏まえながら、その最善の利益の観点から、個別に判断していくことが重要であること。

● ヤングケアラーのしていることの例

本人に自覚

がない場合

も

家族のた

めに一生懸

命ケアをして

いることも

⼦ども・若者育成⽀援推進法及び「⼦ども・⼦育て⽀援法等の⼀部を改正する法律」の⼀部施⾏について（ヤングケアラー関係）令和6年6⽉12⽇こども家庭庁⽀援局⻑通知

● お世話をしている内容 ( ⼩中⾼校⽣ )

・話を聞く（感情⾯のサポート）

・⾒守り

・家事 ( ⾷事の準備や掃除、洗濯 )

R6.3  ヤングケアラー⽀援の効果的取組に関する調査研究

有限責任監査法⼈トーマツ p2 4 4 ,p2 5 8

ひとつだけ

でなく、複数

のケアを

担っているこ

とも

「介護力」と

みなされ、

サービス調

整が行われ

ることも
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子どもに与える影響
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お⼿伝い
⼦どもの思いやりや責任感

懸念されること

・⼦ども⾃⾝の健康の問題 ・学習⾯での遅れ

・社会性発達の制限 ・就労への影響

⼦どもの年齢や成熟度に合わない

多すぎる作業（⾃分の時間がない）

重すぎる責任（代わりがいない）

R4年3⽉ 多機関・多職種連携によるヤングケアラー⽀援マニュアル（有限責任監査法⼈トーマツ） P5 参照

公益財団法⼈⽇本ユニセフ協会ホームページh t tps: / / www.un ice f.or. jp/ kodom o/ kenri/ syo2 5-32 .h tm lより
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あなたのまわりのヤングケアラー

4

⼤阪府ホームページ h t tps : / / www.pre f.osa ka . lg . jp / kotoga kko/ se ish i/ r03ycchousa .h tm l より

世話をしている家族がいる 11 .4%

40⼈のクラスだと、１クラスに４〜５⼈のヤングケア

ラーがいると考えることができる

調 査 対 象 :府⽴⾼校⽣全員（109 ,264⼈）

調査期間等:令和４年７⽉から回⽉、回答者数︓80 ,855⼈（回答率74 .0％）

◆世話をしている家族が「いる」と回答したのは、回答者全体の11 .4％（9 ,236⼈）

◆家族の世話をしている⽣徒が全ての府⽴⾼校に在籍。

家族の世話をしている⽣徒が20⼈以上在籍している⾼校は167校中145校（８割以上）

●「いる」と答えた⽣徒9 ,236⼈のうち、世話をしている

家族の内訳（複数回答）

829⼈

6 ,293⼈

916⼈

2 ,740⼈

その他

きょうだい

祖⽗⺟

⽗⺟ （29 .7％）

（9 .9％）

（68 .1％）

（9 .0％）
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ヤングケアラーかもしれない子どもに出会ったときは
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みなさんの周りにいる⽀援が必要かもしれない⼦どもた

ちと接するとき、次のステップを参考にしてください。

⽀援が始まった後も、繰り返しケース会議を開き、ご本

⼈や世帯の気持ちに寄り添った⽀援になっているか確認

しながら⽀援を進めましょう

● 信頼関係を築いた後の、次のステップ

気持ちを理解する
尊重する

関係者が集まるケース
会議

ご本人や家族に
支援を提案

状況を把握する
理解する

アセスメント
プランニング
役割分担

信頼関係のある
人からアプロー
チ

支援を

スタート

気持ち・状況の
把握

ヤングケアラーかもしれないと気になる⼦どもがいたと

しても、信頼関係がなければ、困りごとを相談すること

はできません。

ましてや、家庭内のことであれば、なおさら話にくいは

ずです。

⼦どもたちが困りごとを話せるように、まずは⼦どもた

ちの周りに信頼できる⼤⼈を増やしていきましょう。

例えば、右の4つのことを参考に、⼦どもたちやそのご世

帯と関わってみませんか。

● みなさんにできること 〜⼦どもたちの周りに信頼できる⼤⼈を増やす〜

見守る 声をかける 話を聴く 気持ちを尊重する

まずは⼦どもの様⼦や
家族の様⼦を⾒守りま

しょう

いきなり、ケアのこと
を話題にする必要はあ

りません。あいさつか

ら始めましょう

話せるようになったら、相
⼿の⾔葉を遮らず、まずは

聞きましょう。話しやすい

ように他愛のない話で構い

ません

⼦ども⾃⾝や保護者はどのよう
な意向をお持ちでしょうか。⽀

援の押し付けにならないよう相

⼿の気持ちをよく聞き、尊重し

ましょう

ヤングケアラーかもしれない⼦どもに出会ったとき、私たちは、何ができるでしょうか。

⽴場や職種によって、異なりますが、みなさんにできることを考えてみませんか。



令和6年度大阪府ヤングケアラー支援研修

● 普段、⽀援している対象者の家族に、サポートが必要なヤングケアラーがいるかもしれません。

● まず、その⼦どもを気にかけて、何かあれば話を聴き、同意のもと、

他の機関と連携することを検討しましょう。

● 福祉、介護、医療、教育など様々な関係機関との連携が必要です。

● 世帯全体への⽀援。

● ⼦どもも家族も話を聴いてくれる⼈を待っています。

6

⾒守る 声をかける

話を聴く
気持ちを

尊重する

みなさんのできるところから



ご清聴ありがとうございました
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● ⽀援事例を参考にする

ヤングケアラー⽀援事例集

大阪府 ヤングケアラー 事例集

● 市町村に相談してみる

府内市町村の

ヤングケアラー相談窓⼝

大阪府 ヤングケアラー 窓口

▼ こちらもご覧ください ▼

（参考資料）

●説明動画「ヤングケアラーについて

〜⼦どもたちに関わるみなさんへ〜」

ht tps: / / www.youtube .com / wa tch?v= sKixHFPAxlU

●⼤阪府ホームページ

「ヤングケアラーへの⽀援」

ht tps: / / www.pre f.osa ka .lg . jp/ ch iikifuku sh i/ you ngca re r/ in de x.h tm l

●こども家庭庁ホームページ

「家族のケアを こどもがしている。ヤングケアラーを知っていますか︖」」

ht tps: / / www.m hlw.go. jp/ youn g-ca re r/

●多機関多職種連携によるヤングケアラー⽀援マニュアル

〜ケアを担う⼦どもを地域で⽀えるために〜（R4年3⽉ 有限責任監査法⼈トーマツ）

ht tps: / / www2.de loit te .com / jp / ja / pa ge s/ life - scie n ce s-a n d-he a lthca re / a rt icle s / h c/ hc-you ng-

ca re r.h tm l

●ヤングケアラーの⽀援に係るアセスメントシートの在り⽅に関する調査研究

ヤングケアラー⽀援のためのアセスメントツール等を作成（R5年3⽉ 有限責任監査法⼈トーマツ）

ht tps: / / www2.de loit te .com / jp/ ja / pa ge s / life -scie nce s-a nd-he a lth ca re / a rt icle s / hc/ yc-

a sse ssm e nt .h tm l

●市区町村におけるヤングケアラー把握・⽀援の効果的な運⽤に関する調査研究

（児童福祉部⾨と教育分野に焦点を当てた市区町村におけるヤングケアラー把握・⽀援の運⽤の⼿引き）（R5年3

⽉ 有限責任監査法⼈トーマツ）

ht tps: / / www2.de loit te .com / jp/ ja / pa ge s / life -scie nce s-a nd-he a lth ca re / a rt icle s / hc/ yc- te biki.h tm l

●ヤングケアラー⽀援の効果的取組に関する調査研究（R6年3⽉ 有限責任監査法⼈トーマツ）
ht tps: / / www2.de loit te .com / jp/ ja / pa ge s / a bout -de loit te / a rt icle s / ne ws- re le a se s / n r2 02 40 42 4-

2 .h tm l


